ポスト冷戦期のヨーロッパ社会と軍隊 : ハンガリーの徴兵制廃止を中心に by 荻野 晃 & Akira Ogino
１は
じ
め
に
冷
戦
終
結
後
に
進
行
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
は
、
西
欧
諸
国
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合(
Ｅ
Ｕ)
の
統
合
へ
向
け
た
政
治
、
経
済
の
変
容
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
た
社
会
変
動
や
価
値
の
多
様
化
、
主
権
国
家
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
安
全
保
障
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
軍
隊
と
社
会
と
の
関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
価
値
観
の
変
化
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
国
民
国
家(
n
atio
n
-state)
へ
の
不
服
従
、
女
性
の
社
会
進
出
、
さ
ら
に
同
性
愛
者
の
社
会
的
認
知
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
冷
戦
後
の
西
欧
の
軍
隊
に
関
し
て
、
近
代
に
お
け
る
国
民
国
家
の
形
成
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
徴
兵
制
の
存
在
意
義
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
。
(
)
し
か
し
な
が
ら
、
徴
兵
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
、
一
九
八
九
年
の
体
制
転
換
の
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
参
加
を
進
め
て
き
た
中
・
東
欧
諸
国
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
現
実
に
、
体
制
転
換
後
の
急
激
な
価
値
観
の
変
化
は
、
政
軍
関
係
と
く
に
市
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ポ
ス
ト
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ヨ
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ロ
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パ
社
会
と
軍
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ハ
ン
ガ
リ
ー
の
徴
兵
制
廃
止
を
中
心
に
荻
野
晃
と
軍
隊
と
の
関
係
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
筆
者
自
身
、
こ
れ
ま
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
中
心
に
、
体
制
転
換
後
の
中
・
東
欧
に
お
け
る
軍
隊
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
(
)
さ
ら
に
、
民
主
化
後
の
社
会
に
お
け
る
軍
隊
の
役
割
を
考
察
す
る
際
、
徴
兵
制
の
存
続
を
め
ぐ
る
議
論
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
筆
者
は
認
識
し
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
徴
兵
制
の
変
容
に
焦
点
を
あ
て
て
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
軍
隊
と
社
会
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
徴
兵
制
の
廃
止
を
め
ぐ
る
議
論
を
通
じ
て
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
社
会
に
お
け
る
軍
隊
の
新
た
な
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
分
析
に
際
し
て
、
国
民
国
家
と
徴
兵
制
と
の
関
連
性
に
着
目
す
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
中
・
東
欧
の
事
例
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
分
析
対
象
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
西
欧
と
の
比
較
も
試
み
る
。
次
章
で
は
、
主
権
国
家
と
徴
兵
制
の
歴
史
的
な
関
係
を
検
証
す
る
。
第
三
章
で
冷
戦
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
の
変
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
第
四
章
で
は
、
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
軍
隊
と
徴
兵
制
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
五
章
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
防
軍
改
革
と
徴
兵
制
と
の
関
連
性
を
論
じ
る
。
第
六
章
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
徴
兵
制
の
廃
止
と
そ
の
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
徴
兵
制
廃
止
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
社
会
と
軍
隊
と
の
関
係
の
展
望
を
考
察
す
る
。
２
徴
兵
制
の
な
り
た
ち
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
権
国
家
シ
ス
テ
ム
の
成
立
は
、
三
十
年
戦
争
終
結
の
際
に
締
結
さ
れ
た
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
(
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン)
条
約
に
さ
か
の
ぼ
る
。
三
十
年
戦
争
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
と
も
い
え
る
中
世
の
秩
序
が
解
体
し
た
。
そ
し
て
、
三
十
年
戦
争
で
主
な
戦
場
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
中
央
部
で
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
有
名
無
実
化
の
動
き
が
加
速
し
た
。
そ
の
結
果
、
帝
国
の
版
図
内
に
存
在
す
る
領
邦
の
君
主
、
諸
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が
そ
れ
ぞ
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領
地
を
実
効
統
治
す
る
た
め
の
「
主
権
」
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
主
権
国
家
が
自
国
の
国
益
を
追
求
す
る
中
で
、
他
の
主
権
国
家
と
の
間
で
の
外
交
と
そ
の
延
長
線
上
に
お
け
る
戦
争
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
主
権
国
家
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
君
主
を
頂
点
と
す
る
国
家
間
の
戦
争
は
主
と
し
て
傭
兵
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
国
内
の
中
央
集
権
化
に
成
功
し
た
王
朝
は
、
そ
の
経
済
力
を
背
景
に
常
備
軍
を
創
設
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
動
員
可
能
な
兵
力
は
、
後
述
す
る
国
民
国
家
の
形
成
以
降
と
比
較
し
て
は
る
か
に
小
さ
か
っ
た
。
ま
た
、
文
化
的
に
同
質
性
の
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
朝
間
で
の
戦
争
で
は
、
終
結
の
後
に
勢
力
均
衡(
b
alan
ce
o
f
p
o
w
e
r)
の
状
態
が
比
較
的
容
易
に
形
成
さ
れ
た
。
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン(



B
o
n
ap
arte)
に
よ
る
戦
争
の
終
結
ま
で
四
半
世
紀
に
わ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
変
動
は
、
国
民
国
家
の
形
成
を
促
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
干
渉
戦
争
を
契
機
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
領
土
内
に
住
む
人
々
を
「
国
民
」
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
理
念
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
張
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
国
家
が
正
統
な
存
在
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
同
一
の
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
に
所
属
す
る
と
い
う
意
識
形
成
が
市
民
革
命
に
伴
う
政
治
や
社
会
の
変
革
と
同
時
進
行
し
た
結
果
、
国
民
国
家
と
し
て
の
一
体
感
が
国
家
の
主
権
の
内
実
に
よ
り
具
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
一
八
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
啓
蒙
思
想
が
徴
兵
制
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
着
目
す
る
。
社
会
契
約
は
旧
体
制
の
国
家
で
信
じ
ら
れ
て
き
た
内
容
と
異
な
る
タ
イ
プ
の
国
家
と
市
民
と
の
結
び
つ
き
を
提
唱
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
主
権
」
の
概
念
に
対
し
て
、
単
な
る
指
導
者
よ
り
も
政
治
的
な
共
同
体
と
の
関
連
性
が
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、「
主
権
」
が
「
国
民
」
に
あ
る
場
合
、
「
主
権
」
の
擁
護
は
す
べ
て
の
「
国
民
」
に
課
さ
れ
た
義
務
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
市
民
の
権
利
と
兵
役
と
の
結
び
つ
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き
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
と
な
る
。
(
)
国
民
国
家
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
、
徴
兵
制
は
い
わ
ば
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー｣
(
)
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
体
制
下
に
お
け
る
身
分
の
上
下
に
か
か
わ
り
な
く
、
兵
役
に
就
い
て
国
土
を
守
る
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
が
、「
国
民
」
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徴
兵
制
の
定
着
と
は
、
人
々
が
国
土
を
守
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
祖
国
の
構
成
員
で
あ
る
「
国
民
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徴
兵
制
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
裏
づ
け
ら
れ
た
国
家
の
持
つ
「
主
権
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
「
国
民
」
と
強
く
結
び
つ
い
た
制
度
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
民
国
家
が
も
た
ら
す
一
体
感
に
裏
づ
け
ら
れ
た
徴
兵
制
は
、
戦
争
の
性
質
を
も
変
化
さ
せ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
革
命
へ
の
干
渉
戦
争
の
最
中
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
七
九
三
年
に
近
代
的
な
徴
兵
制
が
成
立
し
た
。
徴
兵
制
の
導
入
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規
模
な
兵
力
の
動
員
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
勃
興
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
徴
兵
か
ら
な
る
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
自
国
に
侵
攻
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
軍
の
撃
退
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
率
い
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
軍
隊
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
の
王
朝
間
で
の
戦
争
の
際
に
は
、
主
権
国
家
の
領
土
内
に
住
む
人
間
た
ち
に
と
っ
て
、
交
戦
国
と
そ
こ
に
住
む
人
間
の
存
在
は
「
敵
」
と
し
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に
蹂
躙
さ
れ
た
国
々
で
も
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
住
民
の
間
に
外
敵
か
ら
国
土
の
解
放
を
め
ざ
す
意
識
が
芽
生
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
主
権
国
家
間
の
戦
争
は
、
交
戦
国
の
「
国
民
」
の
間
で
の
戦
争
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
末
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
国
々
で
フ
ラ
ン
ス
を
模
範
と
す
る
徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
た
。
一
八
六
八
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
で
も
徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
た
。
(
)
さ
ら
に
、
徴
兵
制
は
一
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四
八
七
〇
年
代
に
は
近
代
国
家
の
建
設
を
推
し
進
め
る
日
本
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
も
導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
相
俟
っ
て
、
機
関
銃
、
戦
車
、
航
空
機
、
潜
水
艦
な
ど
殺
傷
能
力
の
高
い
新
た
な
兵
器
の
登
場
と
と
も
に
、
戦
争
は
軍
事
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
主
権
国
家
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
力
と
資
源
を
結
集
し
た
長
期
間
に
わ
た
る
厳
し
い
総
力
戦
へ
と
変
貌
し
た
。
総
力
戦
を
戦
い
ぬ
く
た
め
に
、
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
兵
力
の
動
員
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
３
冷
戦
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
本
章
で
は
、
主
要
な
分
析
対
象
国
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
社
会
主
義
体
制
下
に
お
け
る
軍
隊
の
変
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
九
四
八
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
勤
労
者
党
(
共
産
党)
が
権
力
を
掌
握
し
、
ソ
連
型
社
会
主
義
体
制
へ
の
移
行
が
進
む
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍(
M
ag
y
ar



	)
は
ソ
連
の
軍
事
顧
問
団
の
指
導
の
下
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍(
M
ag
y
ar






	)
と
し
て
再
建
さ
れ
た
。
人
民
軍
兵
士
の
訓
練
、
教
育
は
ソ
連
式
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
西
分
断
と
二
つ
の
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
峙
し
た
冷
戦
時
代
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
は
二
年
に
わ
た
る
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
兵
力
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
軍
に
従
属
し
た
東
欧
の
軍
隊
は
組
織
の
規
模
こ
そ
大
き
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
は
前
近
代
的
な
兵
器
に
よ
る
能
力
の
高
い
と
は
い
え
な
い
部
隊
か
ら
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
人
民
軍
に
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
移
入
す
る
こ
と
で
、
党
と
軍
と
の
一
体
化
が
進
行
し
た
。
独
自
の
国
防
ド
ク
ト
リ
ン
を
有
し
な
い
東
欧
諸
国
の
軍
は
、
国
民
国
家
の
軍
隊
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
ア
レ
ク
シ
エ
フ
(
A
le
x
an
d
e
r
A
le
x
ie
v)
は
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を
通
じ
て
ソ
連
軍
の
影
響
下
に
置
か
れ
た
東
欧
の
軍
の
内
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五
部
で
は
、
自
国
の
国
民
的
な
価
値
や
政
治
的
ア
ク
タ
ー
へ
の
忠
誠
よ
り
も
、
社
会
主
義
の
普
遍
的
な
価
値
、
ソ
連
へ
の
忠
誠
が
強
調
さ
れ
て
い
た
と
ア
レ
ク
シ
エ
フ
は
指
摘
し
た
。
(
)
ま
さ
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
で
な
く
、
不
人
気
な
共
産
主
義
体
制
、
究
極
的
に
は
ソ
連
の
戦
略
的
な
利
害
へ
の
奉
仕
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
に
民
主
化
を
求
め
た
民
衆
蜂
起
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件)
が
勃
発
す
る
と
、
人
民
軍
は
蜂
起
の
鎮
圧
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
人
民
軍
の
兵
士
が
ソ
連
軍
と
戦
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
後
に
成
立
し
た
社
会
主
義
労
働
者
党
第
一
書
記
カ
ー
ダ
ー
ル(



	)
を
中
心
と
す
る
政
権
は
多
く
の
将
校
を
追
放
し
て
、
党
に
よ
る
軍
へ
の
統
制
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
ダ
ー
ル
時
代
、
軍
事
予
算
の
伸
び
は
国
民
所
得
の
そ
れ
を
超
え
な
い
範
囲
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
装
備
の
近
代
化
が
は
か
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
導
入
さ
れ
た
兵
器
は
ソ
連
製
の
旧
式
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
国
内
統
制
の
緩
和
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
向
け
た
路
線
転
換
が
は
か
ら
れ
る
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
で
抑
圧
装
置
と
し
て
の
軍
の
役
割
が
低
下
し
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
軍
の
官
僚
組
織
化
の
弊
害
と
し
て
、
軍
内
部
へ
の
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
浸
透
さ
せ
る
政
治
将
校
の
腐
敗
、
幹
部
候
補
生
採
用
で
の
党
員
師
弟
の
優
遇
、
人
民
軍
幹
部
や
将
校
の
教
育
水
準
の
低
さ
、
兵
員
の
士
気
の
低
下
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
八
年
の
「
新
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
実
施
以
降
に
拡
大
し
た
国
家
の
統
制
が
及
ば
な
い
セ
カ
ン
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら
排
除
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
職
業
軍
人
は
、
所
得
水
準
の
低
さ
か
ら
社
会
的
地
位
や
名
声
の
高
い
魅
力
あ
る
職
業
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
内
に
お
け
る
人
民
軍
の
威
信
が
低
下
す
る
一
方
、
軍
の
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
の
脱
却
が
進
行
し
て
い
た
。
一
九
七
五
年
の
徴
兵
規
定
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
の
教
育
に
お
い
て
「
国
際
主
義
」
の
価
値
観
の
み
な
ら
ず
、「
国
家
や
軍
の
伝
統
」
も
強
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調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
二
年
の
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
、
学
校
や
大
学
で
の
軍
事
教
育
に
お
い
て
も
「
社
会
主
義
の
建
設｣
「
ソ
連
と
の
友
好
」
よ
り
も
「
国
民
の
価
値
観｣
「
愛
国
主
義
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
軍
事
演
習
で
も
非
協
力
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
人
民
軍
の
将
軍
た
ち
の
間
で
加
盟
各
国
の
軍
の
国
民
性
を
否
定
す
る
ソ
連
軍
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
に
対
す
る
反
感
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(
)
他
の
東
欧
の
軍
隊
と
比
較
し
て
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
は
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
(
脱
政
治
化)
さ
れ
た
軍
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
漸
進
的
な
が
ら
も
人
民
軍
は
党
や
体
制
で
な
く
国
民
国
家
を
擁
護
す
る
た
め
の
軍
隊
へ
と
変
化
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
、
共
産
主
義
時
代
の
末
期
に
な
る
と
、
東
欧
諸
国
で
は
政
治
体
制
の
み
な
ら
ず
政
軍
関
係
に
お
い
て
も
多
様
性
が
み
ら
れ
た
。
バ
ラ
ー
ニ(
Z
o
ltan
D
.
B
aran
y)
と
デ
ア
ー
ク(




	)
は
共
産
主
義
時
代
末
期
の
東
欧
の
政
軍
関
係
に
関
し
て
、「
職
業
化
さ
れ
た(
p
ro
fe
ssio
n
alize
d)
」
タ
イ
プ
と
「
政
治
化
さ
れ
た(
p
o
liticize
d)
」
タ
イ
プ
の
二
つ
に
分
類
し
た
。
前
者
と
し
て
、
軍
人
の
職
業
化
が
政
治
的
教
化
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
挙
げ
ら
れ
た
。
他
方
、
後
者
に
は
、
軍
人
の
政
治
化
が
高
度
な
状
態
で
維
持
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
挙
げ
ら
れ
た
。
(
)
バ
ラ
ー
ニ
と
デ
ア
ー
ク
が
指
摘
し
た
「
職
業
化
さ
れ
た
」
タ
イ
プ
の
政
軍
関
係
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
共
産
主
義
体
制
の
政
治
エ
リ
ー
ト
が
漸
進
的
な
自
由
化
の
試
み
の
中
で
自
発
的
に
権
力
を
放
棄
し
た
。
そ
し
て
、
体
制
転
換
の
過
程
で
、
軍
は
政
治
へ
の
不
介
入
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
他
方
、「
政
治
化
さ
れ
た
」
政
軍
関
係
に
あ
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
に
自
発
的
な
権
力
放
棄
の
用
意
が
な
く
、
共
産
主
義
体
制
崩
壊
の
局
面
に
お
い
て
軍
の
動
向
が
重
要
と
な
っ
た
。
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一
九
八
九
年
当
時
、
社
会
主
義
労
働
者
党
内
の
改
革
派
主
導
に
よ
る
民
主
化
に
対
す
る
人
民
軍
の
不
介
入
の
要
因
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
カ
ー
ダ
ー
ル
時
代
か
ら
軍
人
が
権
力
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
経
済
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
試
み
ら
れ
た
結
果
、
他
の
東
欧
諸
国
と
比
較
し
て
も
自
由
な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
先
述
の
よ
う
に
、
人
民
軍
の
将
校
の
間
で
さ
え
も
、
自
国
の
国
民
性
や
民
族
性
を
否
定
す
る
ソ
連
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
に
対
す
る
反
感
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
体
制
転
換
当
時
、
人
民
軍
は
共
産
主
義
体
制
を
擁
護
し
な
か
っ
た
。
退
役
し
て
最
初
の
文
民
国
防
相
と
な
っ
た
カ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ(


F
e
re
n
c)
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
の
初
頭
ま
で
に
党
と
軍
と
の
分
離
が
遂
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
人
民
軍
は
国
防
軍
の
名
称
に
戻
さ
れ
た
。
４
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
隊
と
徴
兵
制
モ
ス
コ
ス(
C
h
arle
s
C
.
M
o
sk
o
s)
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ(
Jo
h
n
A
lle
n
W
illiam
s)
、
セ
ガ
ル(
D
av
id
R
.
S
e
g
al)
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
軍
隊
の
変
遷
を
「
近
代(
M
o
d
e
rn)｣
、「
後
期
近
代(
L
ate
M
o
d
e
rn)｣
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン(
P
o
stm
o
d
e
rn)
」
の
三
段
階
に
分
類
し
て
論
じ
た
。
(
)
第
一
の
「
近
代
」
と
は
、
一
九
世
紀
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
時
期
に
あ
た
る
。「
近
代
」
の
軍
隊
は
、
徴
兵
制
を
導
入
し
た
市
民
の
兵
士
か
ら
な
る
。
起
源
は
一
七
九
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
国
民
皆
兵(
	

	
e
n
m
asse)
に
さ
か
の
ぼ
る
。
第
二
の
「
後
期
近
代
」
と
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。「
後
期
近
代
」
の
軍
隊
で
は
、
将
校
ク
ラ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
た
。
同
時
に
、
冷
戦
と
い
う
時
代
を
背
景
に
、
徴
兵
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
部
隊
が
組
織
さ
れ
た
。
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第
三
の
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
と
は
、
冷
戦
後
の
現
在
で
あ
る
。「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
軍
隊
の
特
徴
と
し
て
、
志
願
兵
制
へ
の
移
行
、
侵
略
戦
争
の
脅
威
な
き
時
代
に
あ
っ
て
多
目
的
の
任
務
、
市
民
社
会
と
の
相
互
浸
透
性
が
挙
げ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
冷
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
い
て
不
確
実
性
が
増
す
中
で
、「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
軍
隊
で
は
、
紛
争
地
域
に
お
け
る
人
道
支
援
、
平
和
維
持
の
任
務
が
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
モ
ス
コ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
セ
ガ
ル
は
公
共
の
利
益
を
規
定
す
る
価
値
観
の
変
化
、
具
体
的
に
は
一
八
世
紀
の
理
性
、
一
九
世
紀
の
国
民
国
家
、
二
〇
世
紀
の
科
学
技
術
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
現
在
、
価
値
の
相
対
化
、
多
元
化
に
よ
る
国
民
国
家
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
忠
誠
の
弱
ま
り
が
、
軍
隊
の
組
織
を
変
化
さ
せ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
軍
事
革
命(
R
e
v
o
lu
tio
n
in
M
ilitary
A
ffairs)
と
よ
ば
れ
る
軍
事
に
関
す
る
新
し
い
技
術
の
進
歩
が
、
兵
員
の
削
減
、
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
の
差
異
の
縮
小
な
ど
、
軍
隊
の
性
格
を
変
化
さ
せ
た
。
(
)
実
際
に
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
兵
器
の
発
達
、
大
量
生
産
、
購
入
の
困
難
さ
に
加
え
、
現
代
的
な
兵
器
の
訓
練
が
予
備
役
に
対
し
て
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
志
願
兵
制
へ
の
移
行
は
、
一
九
六
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
一
九
七
二
年
に
ア
メ
リ
カ
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
冷
戦
の
終
結
後
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
(
)
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
西
欧
で
は
、
冷
戦
が
終
結
す
る
以
前
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
軍
事
に
関
す
る
技
術
の
変
化
、
社
会
、
文
化
の
変
化
を
通
し
た
徴
兵
制
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
破
綻
が
始
ま
っ
て
い
た
と
モ
ル
ナ
ー
ル(



F
e
re
n
c)
は
指
摘
す
る
。
(
)
ま
た
、
冷
戦
の
終
結
に
伴
う
ソ
連
の
脅
威
の
消
滅
を
契
機
に
、
西
欧
で
は
軍
事
予
算
の
削
減
に
よ
る
福
祉
等
の
充
実
、
い
わ
ば
「
平
和
の
配
当
」
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
。
軍
事
予
算
の
削
減
を
は
か
る
際
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
存
在
と
し
て
の
徴
兵
制
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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九
国
家
間
の
戦
争
は
主
権
、
領
土
の
不
可
侵
を
目
的
と
し
た
。
国
家
は
目
的
遂
行
の
た
め
最
大
限
の
資
源
の
動
員
を
必
要
と
し
、
国
民
に
依
存
し
て
い
た
。
近
年
、
九･
一
一
テ
ロ
と
そ
れ
に
続
く
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
代
表
さ
れ
る
武
力
衝
突
を
通
し
て
、
戦
争
の
性
質
が
変
化
し
た
。
戦
争
や
暴
力
が
自
由
の
見
地
に
加
え
、
人
権
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
権
利
擁
護
、
そ
の
他
の
規
範
を
出
発
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
戦
争
が
単
な
る
国
民
国
家
の
問
題
で
な
く
な
っ
た
。
(
)
そ
の
是
非
に
関
し
て
議
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
人
道
的
介
入
と
し
て
、
欧
米
諸
国
に
よ
っ
て
紛
争
地
域
で
の
軍
事
行
動
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
冷
戦
後
の
紛
争
地
域
へ
の
軍
事
介
入
、
平
和
維
持
活
動
の
任
務
に
国
土
の
防
衛
の
た
め
に
訓
練
さ
れ
た
徴
兵
を
派
遣
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
西
欧
に
お
け
る
国
民
国
家
を
重
視
す
る
価
値
観
か
ら
の
脱
却
の
現
れ
と
し
て
、
良
心
的
兵
役
拒
否(
co
n
scie
n
tio
u
s
o
b
je
ctio
n)
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
良
心
的
兵
役
拒
否
は
宗
教
上
で
あ
れ
世
俗
的
な
動
機
で
あ
れ
信
念
に
由
来
す
る
個
人
の
行
動
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
法
的
な
認
識
は
市
民
の
不
服
従
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
(
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
民
国
家
の
役
割
を
含
め
た
社
会
に
お
け
る
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ
る
軍
の
任
務
の
高
度
な
専
門
化
、
冷
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
戦
争
の
性
質
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
徴
兵
制
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
初
頭
の
時
点
で
、
ま
だ
西
欧
諸
国
の
多
く
は
志
願
兵
制
へ
の
移
行
に
踏
み
切
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
冷
戦
期
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
も
と
づ
く
集
団
防
衛
で
な
く
自
主
防
衛
の
方
針
を
維
持
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
で
は
、
徴
兵
制
が
残
っ
た
。
成
人
男
性
に
よ
る
皆
兵
、
徴
兵
期
間
の
終
了
後
も
予
備
役
と
し
て
兵
役
の
義
務
を
負
う
ス
イ
ス
が
、
徴
兵
制
廃
止
の
動
き
を
受
け
入
れ
な
い
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
(
)
他
方
、
ス
イ
ス
で
も
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
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一
〇
九
八
〇
年
代
に
価
値
観
の
変
化
が
生
じ
た
。
市
民
兵
は
か
つ
て
の
よ
う
な
ス
イ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
不
可
欠
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
た
。
(
)
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
徴
兵
制
に
つ
い
て
も
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
再
軍
備
の
際
、
旧
西
ド
イ
ツ
で
は
、
民
主
国
家
と
し
て
の
出
発
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
が
強
調
さ
れ
た
。
徴
兵
制
が
軍
国
主
義
へ
の
回
帰
、「
国
家
内
国
家(
S
taat
im
S
taate)
」
症
候
群
と
く
に
社
会
か
ら
孤
立
し
た
危
険
な
軍
に
反
対
す
る
先
駆
的
な
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
と
徴
兵
制
復
活
の
支
持
者
は
認
識
し
た
。
つ
ま
り
、
徴
兵
制
が
広
く
市
民
と
軍
隊
と
の
接
点
を
持
た
せ
る
、
い
わ
ば
「
制
服
を
着
た
市
民(



in
U
n
ifo
rm
)
」
を
体
現
す
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
(
)
西
ド
イ
ツ
と
同
様
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
の
後
、
憲
法
上
の
戦
力
不
保
持
を
建
前
に
完
全
な
志
願
兵
制
で
創
設
さ
れ
た
日
本
の
自
衛
隊
と
比
較
し
て
、
徴
兵
制
を
復
活
さ
せ
た
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
軍
備
の
議
論
は
わ
か
り
づ
ら
い
。
だ
が
、
西
ド
イ
ツ
の
徴
兵
制
の
復
活
に
は
、
国
家
の
東
西
分
断
と
国
際
環
境
と
し
て
の
冷
戦
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
主
主
義
国
家
と
し
て
共
産
主
義
国
家
の
東
ド
イ
ツ
と
対
峙
し
、
さ
ら
に
西
側
陣
営
(
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)
の
一
員
と
し
て
東
西
対
立
の
最
前
線
に
位
置
し
た
西
ド
イ
ツ
で
は
、
戦
前
の
国
防
軍(
W
e
h
rm
ach
t)
と
異
な
り
、
新
た
な
連
邦
軍(
B
u
n
d
e
sw
e
h
r)
の
徴
兵
制
に
は
、
国
民
が
民
主
国
家
を
守
る
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
冷
戦
終
結
と
国
家
統
一
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
域
外(
o
u
t
o
f
are
a)
」
任
務
に
参
加
し
た
一
九
九
九
年
の
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
、
二
〇
〇
一
年
の
九･
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
、
欧
州
安
全
保
障
防
衛
政
策
(
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｐ)
に
よ
る
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
徴
兵
制
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
ま
で
、
西
ド
イ
ツ
で
は
良
心
的
兵
役
拒
否
が
規
範
に
対
す
る
逸
脱
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
徴
兵
制
が
最
初
に
実
施
さ
れ
た
四
年
後
の
一
九
六
一
年
ま
で
、
市
民
の
代
替
役
務
は
採
用
さ
れ
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一
一
な
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
三
〇
〜
三
五
％
の
男
子
が
良
心
的
兵
役
拒
否
の
資
格
を
模
索
し
て
い
た
。
現
実
に
は
、
代
替
役
務
が
徴
兵
制
を
支
え
て
い
た
と
も
い
え
る
。
(
)
５
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
近
代
化
と
徴
兵
制
フ
ォ
ス
タ
ー(
A
n
th
o
n
y
F
o
ste
r)
は
冷
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
軍
隊
を
理
念
的
に
「
外
征(
E
x
p
e
d
itio
n
ary
W
arfare)｣
、
「
国
土
防
衛(
T
e
rrito
rial
D
e
fe
n
se)｣
、「
後
期
近
代(
L
ate
M
o
d
e
rn)｣
、「
ポ
ス
ト
中
立(
P
o
st-N
e
u
tral)
」
の
四
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
比
較
し
た
。
(
)
ま
ず
、「
外
征
」
は
国
外
へ
の
大
規
模
な
戦
闘
部
隊
の
派
遣
、
展
開
を
想
定
し
た
軍
隊
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
み
が
該
当
す
る
。
次
に
、「
国
土
防
衛
」
は
国
土
の
防
衛
の
た
め
の
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
部
隊
か
ら
な
る
軍
隊
で
あ
る
。
ま
た
、
改
革
に
よ
る
装
備
の
近
代
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、
従
来
の
国
土
防
衛
の
任
務
に
加
え
、
紛
争
地
域
で
の
平
和
維
持
活
動
や
地
域
紛
争
へ
の
限
定
的
介
入
な
ど
の
国
際
任
務
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。「
国
土
防
衛
」
の
タ
イ
プ
に
は
、
中
・
東
欧
諸
国
、
旧
ソ
連
諸
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ト
ル
コ
な
ど
二
五
か
国
が
あ
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、「
後
期
近
代
」
は
比
較
的
小
規
模
な
が
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
さ
れ
た
能
力
の
高
い
部
隊
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
部
隊
は
自
国
領
土
の
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
国
際
任
務
に
従
事
す
る
。
該
当
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ポ
ス
ト
中
立
」
は
国
土
の
防
衛
を
主
任
務
と
し
て
、
有
事
に
お
い
て
徴
兵
に
も
と
づ
く
大
衆
動
員
を
基
礎
と
す
る
。
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一
二
ま
た
、
現
在
で
は
、「
ポ
ス
ト
中
立
」
タ
イ
プ
の
軍
も
限
定
的
に
平
和
維
持
活
動
な
ど
の
国
際
的
な
活
動
に
参
加
す
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
と
く
に
「
国
土
防
衛
」
の
事
例
と
し
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
国
防
軍
の
近
代
化
の
視
点
か
ら
冷
戦
後
の
徴
兵
制
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
西
陣
営
が
対
峙
し
た
冷
戦
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
軍
は
、
長
期
間
の
徴
兵
制
に
も
と
づ
く
大
規
模
な
部
隊
か
ら
な
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
部
隊
の
規
模
と
比
較
し
て
、
人
民
軍
の
装
備
、
訓
練
は
前
近
代
的
な
状
態
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ス
タ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
国
土
防
衛
」
タ
イ
プ
の
中
・
東
欧
の
軍
隊
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
冷
戦
時
代
の
遺
産
が
存
在
し
た
。
(
)
１
、
軍
の
熟
練
度
を
低
下
さ
せ
る
財
源
不
足
冷
戦
末
期
以
降
の
経
済
不
振
に
よ
る
軍
事
予
算
の
削
減
の
た
め
、
中
・
東
欧
の
軍
は
能
力
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
２
、
広
範
囲
の
重
複
性
従
来
の
国
土
防
衛
任
務
の
た
め
に
、
中
・
東
欧
の
軍
は
大
規
模
な
部
隊
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
冷
戦
後
に
加
わ
っ
た
国
際
任
務
で
は
、
規
模
よ
り
も
能
力
の
高
い
部
隊
が
必
要
と
さ
れ
た
。
３
、
軍
に
根
強
く
残
る
伝
統
軍
事
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
刷
新
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
能
な
下
士
官(
N
o
n
-co
m
m
issio
n
e
d
o
ffice
rs
:
N
C
O
s)
の
育
成
に
あ
た
っ
て
、
旧
体
制
下
で
教
育
を
受
け
た
世
代
の
存
在
が
障
害
で
あ
っ
た
。
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一
三
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
体
制
転
換
が
進
行
し
た
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
の
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
、
軍
事
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
刷
新
さ
れ
た
。「
社
会
主
義｣
「
国
際
主
義
」
に
変
わ
り
「
民
主
主
義｣
「
愛
国
主
義
」
の
価
値
観
が
強
調
さ
れ
、
軍
事
、
安
全
保
障
、
戦
時
国
際
法
、
軍
事
史
な
ど
の
科
目
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
兵
員
の
訓
練
で
も
ソ
連
式
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
式
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
将
校
の
留
学
先
も
、
ソ
連
か
ら
欧
米
諸
国
に
か
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
二
月
ま
で
に
、
五
〇
人
以
上
の
将
軍
、
四
〇
〇
人
以
上
の
将
校
が
退
役
し
、
国
防
軍
の
平
均
年
齢
が
三
五
歳
に
ま
で
下
が
っ
た
。
(
)
冷
戦
後
の
中
・
東
欧
に
お
け
る
権
力
の
真
空
状
態
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
一
九
九
四
年
に
「
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
。
し
か
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
が
集
団
防
衛
を
基
本
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
伝
統
的
な
責
務
に
加
え
て
、
平
和
維
持
活
動
、
国
際
紛
争
へ
の
介
入
な
ど
、
冷
戦
後
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
第
五
条
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
｢
域
外｣
任
務
を
履
行
で
き
る
た
め
の
人
材
、
装
備
両
面
で
の
相
互
運
用
性(
in
te
r-
o
p
e
rab
ility)
の
確
保
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
果
た
し
た
翌
年
の
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
一
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
会
は
決
議61/2000
「
国
防
軍
の
長
期
的
移
行
の
指
針
」
を
採
択
し
た
。
(
)
こ
の
国
会
決
議
に
お
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
相
互
運
用
性
の
確
保
の
た
め
の
兵
器
、
通
信
機
器
の
近
代
化
に
加
え
、
平
時
の
兵
力
の
削
減
、
兵
士
の
能
力
の
向
上
、
職
業
軍
人
中
心
の
部
隊
へ
の
移
行
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
改
革
と
今
後
の
役
割
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
志
願
兵
制
に
も
と
づ
く
能
力
の
高
い
部
隊
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
新
た
な
国
防
軍
の
青
写
真
と
し
て
、
デ
ア
ー
ク
は
危
機
管
理
、
Ｅ
Ｕ
の
安
全
保
障
・
防
衛
政
策
の
機
能
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
し
て
の
重
要
な
能
力
、
テ
ロ
対
策
、
志
願
兵
制
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ
ハ
首
脳
会
談
の
決
定
に
も
と
づ
く
特
別
な
部
隊
の
創
設
を
挙
げ
た
。
(
)
ド
ボ
シ
ュ(
D
o
b
o
s

)
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
防
衛
に
加
え
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
国
連
の
任
務
と
し
て
の
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一
四
平
和
維
持
活
動
、
人
道
支
援
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
プ
ラ
ハ
能
力
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
示
さ
れ
た
能
力
の
向
上
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
(
)
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
国
会
決
議
で
示
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
基
準
に
適
合
し
た
国
防
軍
の
近
代
化
に
は
、
兵
器
や
通
信
機
器
の
購
入
の
み
な
ら
ず
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
莫
大
な
投
資
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
民
経
済
へ
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
長
期
的
な
移
行
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
防
軍
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
徴
兵
制
の
見
直
し
も
争
点
と
な
っ
た
。
徴
兵
制
に
関
し
て
、
体
制
転
換
以
降
、
一
貫
し
て
兵
役
期
間
の
短
縮
化
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
兵
役
義
務
が
適
齢
期
に
あ
る
若
年
層
の
就
職
の
機
会
を
奪
っ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
り
、
徴
兵
制
の
廃
止
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
実
際
、
七
〇
％
以
上
の
人
々
が
、
志
願
兵
制
へ
の
移
行
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
二
年
間
で
志
願
兵
が
二
、〇
〇
〇
人
増
加
し
て
い
た
。
(
)
先
述
の
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
国
会
決
議
「
国
防
軍
の
長
期
的
移
行
の
指
針
」
で
は
、
移
行
期
間
の
終
了
ま
で
に
将
来
の
徴
兵
制
の
廃
止
の
可
能
性
も
含
め
た
兵
役
期
間
の
短
縮
化
、
平
時
の
兵
力
の
削
減
を
進
め
、
志
願
兵
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
小
規
模
な
が
ら
も
能
力
の
高
い
近
代
的
な
軍
を
創
設
す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
示
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
オ
ル
バ
ー
ン
(


V
ik
to
r)
を
首
班
と
す
る
青
年
民
主
連
合
(
フ
ィ
デ
ス)
を
中
心
と
す
る
保
守
・
中
道
右
派
の
連
立
内
閣
は
、
国
防
軍
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
伝
統
的
な
役
割
を
重
視
し
た
。
実
際
、
オ
ル
バ
ー
ン
自
身
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
動
機
か
ら
徴
兵
制
の
廃
止
に
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
か
ら
、
兵
役
期
間
が
九
か
月
か
ら
六
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
た
。
(
)
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
一
日
の
国
会
決
議62/200
0
で
は
、
平
時
に
お
け
る
兵
力
に
関
し
て
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
軍
隊
601
一
五
に
、
将
校
を
八
、六
〇
〇
名
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｓ
を
一
〇
、二
三
〇
名
、
志
願
兵
を
六
、七
〇
〇
名
、
徴
兵
を
一
二
、一
六
〇
名
と
す
る
目
標
値
が
示
さ
れ
た
。
(
)
ハ
ー
ベ
ル(



	
)
と
キ
ッ
シ
ュ(
K
iss



)
は
小
規
模
な
志
願
兵
制
へ
の
移
行
を
支
持
し
な
が
ら
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
予
備
兵
力
の
必
要
性
も
指
摘
し
た
。
だ
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
国
土
防
衛
に
加
え
て
、
平
和
維
持
活
動
や
同
盟
の
国
際
責
務
に
従
事
で
き
る
十
分
な
規
模
の
部
隊
を
創
設
で
き
な
い
と
彼
ら
は
指
摘
し
た
。
(
)
実
際
に
、
国
防
軍
は
少
数
な
が
ら
近
代
的
な
装
備
で
国
際
任
務
の
た
め
に
訓
練
さ
れ
た
部
隊
と
低
い
レ
ベ
ル
の
訓
練
、
装
備
に
と
ど
ま
っ
た
多
数
の
部
隊
か
ら
な
る
二
重
構
造
の
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
６
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
徴
兵
制
の
廃
止
二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
た
メ
ジ
ェ
シ(
M
e
d
g
y
e
ssy

)
を
首
班
と
す
る
左
翼
・
リ
ベ
ラ
ル
派
の
政
権
は
徴
兵
制
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
を
も
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
徴
兵
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
八
年
の
ホ
ル
ン
(
H
o
rn
G
y
u
la)
首
相
の
左
翼
・
リ
ベ
ラ
ル
連
立
政
権
の
時
期
に
は
、
退
役
将
校
の
国
防
省
へ
の
復
帰
に
よ
り
、
省
内
の
文
民
化
の
動
き
が
後
退
し
た
。
実
際
、
国
防
省
、
国
防
軍
の
内
部
に
は
、
徴
兵
制
の
廃
止
に
慎
重
な
意
見
が
存
在
し
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
の
総
選
挙
の
後
、
連
立
を
組
ん
だ
社
会
党
と
自
由
民
主
連
合
は
、
徴
兵
制
の
廃
止
を
求
め
る
国
内
世
論
を
尊
重
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
徴
兵
制
を
廃
止
し
た
国
防
軍
が
、
労
働
市
場
に
お
い
て
給
与
や
待
遇
面
で
民
間
企
業
と
競
合
し
な
が
ら
人
材
を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
メ
ジ
ェ
シ
政
権
は
オ
ル
バ
ー
ン
政
権
下
で
作
成
さ
れ
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
長
期
的
発
展
の
指
針
」
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。
そ
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
論
説
602
一
六
し
て
、
二
〇
〇
四
年
三
月
二
四
日
に
新
た
な
国
会
決
議14/2004
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
長
期
的
発
展
の
指
針
」
が
採
択
さ
れ
た
。
(
)
二
〇
〇
〇
年
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
長
期
的
移
行
の
指
針
」
と
同
様
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
長
期
的
発
展
の
指
針
」
も
国
防
軍
の
近
代
化
に
費
や
す
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
一
〇
年
間
を
三
段
階
に
分
け
て
軍
の
近
代
化
を
進
め
る
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
徴
兵
制
の
廃
止
を
決
定
し
た
メ
ジ
ェ
シ
政
権
は
、
二
〇
〇
五
年
の
志
願
兵
制
へ
の
移
行
を
前
提
と
し
た
今
後
の
国
防
軍
の
方
向
性
を
示
そ
う
と
し
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
二
四
日
の
国
家
決
議15/2004
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
、
将
校
を
七
、五
〇
〇
名
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｓ
を
一
一
、七
〇
〇
名
、
部
隊
兵
士
(
志
願
兵)
を
一
三
、三
五
〇
名
と
す
る
具
体
的
な
目
標
値
が
示
さ
れ
た
。
(
)
国
会
決
議14/2004
で
は
、
具
体
的
に
、
第
一
段
階
(
二
〇
〇
四－
二
〇
〇
六
年)
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
基
準
の
訓
練
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
、
必
要
な
技
術
、
通
信
等
の
機
器
、
物
資
の
調
達
、
志
願
兵
の
労
働
条
件
の
改
善
、
基
地
の
統
廃
合
を
進
め
、
そ
の
後
、
第
二
段
階
(
二
〇
〇
七－
二
〇
一
〇
年)
、
第
三
段
階
(
二
〇
一
一－
二
〇
一
三
年)
へ
と
進
む
中
で
新
た
な
戦
闘
機
、
戦
闘
や
輸
送
の
た
め
の
車
輌
の
配
備
を
進
め
て
装
備
や
イ
ン
フ
ラ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
平
均
に
近
づ
け
る
計
画
で
あ
っ
た
。
国
防
軍
の
志
願
兵
制
へ
の
移
行
後
も
、
能
力
ベ
ー
ス
の
部
隊
づ
く
り
へ
の
課
題
は
山
積
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
と
く
に
、
ク
リ
ズ
バ
イ(
K
rizb
ai

)
は
国
防
軍
改
革
に
際
し
て
の
人
的
資
本(
h
u
m
an
	

)
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
(
)
さ
ら
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
徴
兵
制
の
廃
止
は
、
モ
ル
ナ
ー
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
軍
隊
と
社
会
と
の
関
係
に
お
け
る
変
化
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
末
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
「
国
民
」
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ｣
「
西
側
」
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
徴
兵
制
の
維
持
に
不
可
欠
な
国
民
国
家
を
防
衛
す
る
義
務
に
対
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
真
空
状
態
が
生
じ
た
。
ま
た
、
良
心
的
兵
役
拒
否
に
伴
う
代
替
役
務
に
関
し
て
も
、
期
間
の
短
縮
化
が
実
施
さ
れ
た
。
(
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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会
と
軍
隊
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一
七
七
〇
年
代
以
降
に
西
欧
で
始
ま
っ
た
徴
兵
制
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
破
綻
が
、
冷
戦
後
に
は
中
・
東
欧
で
も
生
じ
て
い
た
。
西
欧
と
比
較
す
る
と
、
国
民
国
家
を
重
視
す
る
価
値
観
が
根
強
い
中
・
東
欧
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
社
会
変
動
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ォ
ス
タ
ー
の
分
析
に
も
と
づ
く
軍
隊
と
社
会
と
の
収
斂
に
お
い
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
は
部
分
的
な
領
域
で
社
会
の
価
値
観
に
近
づ
い
た
「
共
有
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー(
S
h
are
d
G
ate
k
e
e
p
e
r)
」
と
し
て
の
軍
隊
に
分
類
さ
れ
る
。
(
)
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
治
制
度
の
み
な
ら
ず
多
様
な
価
値
観
や
権
利
を
容
認
す
る
社
会
へ
の
移
行
段
階
に
あ
る
。
徴
兵
制
に
関
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
西
欧
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
み
ら
れ
る
「
弱
ま
っ
た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー(
W
e
ak
e
n
e
d
G
ate
k
e
e
p
e
r)
」
と
し
て
の
軍
隊
と
同
様
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
西
欧
諸
国
と
同
様
、
価
値
の
多
様
化
を
背
景
に
廃
止
を
求
め
る
社
会
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
西
欧
で
議
論
さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
け
る
価
値
の
多
様
化
と
徴
兵
制
へ
の
批
判
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
中
・
東
欧
で
も
進
行
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
内
部
で
は
、
一
九
九
九
年
ま
で
女
性
が
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｓ
へ
の
昇
進
か
ら
排
除
さ
れ
る
な
ど
、
西
欧
と
比
較
し
て
、
軍
隊
と
社
会
と
の
収
斂
が
十
分
に
進
展
し
な
い
領
域
も
存
在
し
た
。
一
九
九
九
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
に
お
け
る
女
性
の
将
校
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｓ
の
比
率
は
四
％
で
あ
っ
た
。
国
防
軍
は
女
性
志
願
兵
の
登
用
で
女
性
比
率
を
八
〜
一
〇
％
に
増
や
す
方
針
を
示
し
た
。
(
)
こ
こ
で
、
他
国
の
徴
兵
制
の
廃
止
を
め
ぐ
る
動
き
を
概
観
す
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
同
様
の
「
国
土
防
衛
」
の
タ
イ
プ
の
軍
に
分
類
さ
れ
る
中
・
東
欧
で
も
相
次
い
で
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
冷
戦
期
の
中
立
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
維
持
し
て
き
た
徴
兵
制
を
廃
止
し
た
。
冷
戦
終
結
後
の
国
際
環
境
の
変
化
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
立
と
自
主
防
衛
の
方
針
の
基
礎
で
あ
る
徴
兵
制
を
非
効
率
な
も
の
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
(
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
九
〇
一
年
に
成
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
論
説
604
一
八
立
し
た
法
律
で
徴
兵
制
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
四
年
に
改
正
さ
れ
た
法
律
で
も
、
一
九
〜
四
七
歳
の
男
子
に
兵
役
義
務
、
一
六
〜
七
〇
歳
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
全
体
防
衛
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
。
(
)
さ
ら
に
、「
後
期
近
代
」
に
分
類
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
も
、
二
〇
一
〇
年
の
一
一
月
に
事
実
上
、
徴
兵
制
が
打
ち
切
ら
れ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
歴
史
的
な
経
緯
を
含
め
て
市
民
社
会
と
国
防
軍
と
の
価
値
観
共
有
の
観
点
か
ら
、
徴
兵
制
の
廃
止
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
連
邦
軍
の
兵
員
を
一
八
〇
、〇
〇
〇
人
ま
で
削
減
す
る
一
方
で
、
国
際
任
務
に
従
事
す
る
部
隊
を
七
、〇
〇
〇
人
か
ら
一
四
、〇
〇
〇
に
倍
増
す
る
方
針
も
打
ち
出
さ
れ
た
。
(
)
他
方
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
隣
国
で
「
ポ
ス
ト
中
立
」
に
分
類
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
の
国
民
投
票
の
結
果
、
徴
兵
制
が
維
持
さ
れ
た
。
(
)
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
徴
兵
制
の
存
廃
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
は
、
同
年
九
月
の
連
邦
議
会
選
挙
の
前
哨
戦
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
連
立
与
党
内
の
意
見
の
相
違
、
と
く
に
国
民
党
内
部
で
の
徴
兵
制
の
維
持
を
支
持
す
る
動
き
が
投
票
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
(
)
今
後
も
市
民
社
会
と
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
志
願
兵
制
に
移
行
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
冷
戦
後
の
国
際
社
会
で
は
、
国
家
間
で
の
戦
争
が
減
少
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
果
た
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
、
他
国
か
ら
侵
略
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
低
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
規
模
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
テ
ロ
組
織
、
民
族
や
部
族
の
対
立
に
よ
っ
て
激
し
さ
を
増
す
内
戦
と
い
う
形
で
の
地
域
紛
争
は
、
国
家
間
戦
争
に
か
わ
る
国
際
社
会
へ
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
テ
ロ
と
地
域
紛
争
を
切
り
離
し
て
捉
え
る
べ
き
で
な
い
。
長
期
に
わ
た
る
内
戦
で
統
治
機
能
を
喪
失
し
た
破
綻
国
家(
faile
d
state)
が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
と
な
り
、
テ
ロ
活
動
の
み
な
ら
ず
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
、
組
織
犯
罪
、
麻
薬
の
流
入
な
ど
の
形
で
、
平
和
で
自
由
な
市
民
社
会
を
脅
か
す
。
国
民
国
家
の
形
成
に
失
敗
し
て
「
近
代
」
が
訪
れ
な
か
っ
た
地
域
か
ら
、
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
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冷
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ー
ロ
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と
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隊
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一
九
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
社
会
へ
危
険
が
迫
る
の
で
あ
る
。
テ
ロ
と
破
綻
国
家
と
の
関
連
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
任
務
に
つ
い
て
述
べ
る
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
八
日
の
国
会
決
議111/2002
に
も
と
づ
き
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
国
防
軍
の
医
療
チ
ー
ム
五
〇
名
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
際
治
安
支
援
部
隊(
In
te
rn
atio
n
al
S
e
cu
rity
A
ssistan
ce
F
o
rce
:
IS
A
F
)
に
派
遣
し
た
。
(
)
そ
の
後
、
他
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
よ
る
増
派
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
二
五
〇
名
の
部
隊
を
送
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
は
バ
グ
ラ
ー
ン
州
で
地
方
復
興
チ
ー
ム(
P
ro
v
in
cial
R
e
co
n
stru
ctio
n
T
e
am
:
P
R
T
)
の
任
務
に
従
事
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
派
遣
さ
れ
た
二
〇
〇
名
の
国
防
軍
の
部
隊
の
み
で
、
人
口
七
〇
〇
、〇
〇
〇
で
地
理
的
に
辺
境
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
バ
グ
ラ
ー
ン
州
全
体
の
治
安
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｐ
Ｒ
Ｔ
で
の
国
防
軍
の
役
割
は
、
同
州
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
の
権
威
の
拡
大
と
治
安
状
況
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
国
防
軍
は
訓
練
や
助
言
に
よ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
警
察
や
国
軍
の
発
達
を
支
援
し
た
。
(
)
国
防
軍
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
へ
の
参
加
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
し
て
の
国
際
任
務
の
遂
行
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
志
願
兵
制
に
移
行
し
た
国
防
軍
が
社
会
で
の
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
高
め
る
う
え
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
７
お
わ
り
に
冷
戦
の
終
結
後
の
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
西
欧
で
は
徴
兵
制
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
も
い
う
べ
き
社
会
に
お
け
る
価
値
の
相
対
化
は
、
徴
兵
制
を
支
え
た
国
民
国
家
の
役
割
を
も
変
化
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
国
で
、
徴
兵
制
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
。
冷
戦
後
の
国
際
環
境
と
社
会
の
変
化
は
、
西
欧
と
比
較
し
て
も
、
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二
〇
い
ま
だ
近
代
に
お
け
る
国
民
国
家
の
価
値
観
を
色
濃
く
残
す
中
・
東
欧
で
も
徴
兵
制
の
存
在
基
盤
を
揺
る
が
し
て
い
た
。
と
く
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
め
た
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
四
か
国
で
は
、
す
で
に
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
た
。
だ
が
、
志
願
兵
制
に
移
行
し
た
軍
の
今
後
を
考
え
る
際
、
国
際
貢
献
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
従
事
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
の
撤
収
が
完
了
し
た
。
(
)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
二
〇
一
四
年
末
の
撤
収
が
既
定
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
に
と
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
は
志
願
兵
制
へ
の
移
行
後
に
従
事
し
た
大
規
模
な
国
際
任
務
と
な
っ
た
。
六
年
以
上
に
わ
た
る
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
任
務
で
は
、
国
防
軍
の
兵
士
六
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
(
)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
で
は
撤
収
を
求
め
る
声
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
の
政
権
交
代
後
も
Ｐ
Ｒ
Ｔ
は
継
続
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
の
秋
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ク
で
の
復
興
支
援
活
動
は
、
駐
留
期
間
の
延
長
に
関
す
る
国
会
決
議
の
際
に
当
時
の
野
党
第
一
党
フ
ィ
デ
ス
の
反
対
に
よ
り
二
〇
〇
四
年
末
に
撤
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
支
持
す
る
有
志
連
合
で
な
さ
れ
た
イ
ラ
ク
の
復
興
支
援
と
異
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
枠
組
み
で
行
わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
支
援
は
極
右
政
党
ヨ
ビ
ッ
ク
を
除
く
与
野
党
の
合
意
の
下
で
進
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
へ
の
報
復
と
し
て
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
と
そ
の
後
の
復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
戦
争
そ
の
も
の
の
正
統
性
、
支
援
活
動
の
成
果
で
現
在
も
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
徴
兵
制
廃
止
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
が
市
民
社
会
と
接
点
を
持
つ
う
え
で
、
国
際
任
務
へ
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
脅
威
が
多
様
化
し
て
、
不
確
実
性
が
増
し
た
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
以
降
の
国
際
秩
序
の
安
定
化
へ
の
貢
献
を
通
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
軍
隊
と
社
会
と
の
価
値
観
の
共
有
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
作
成
中
の
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
体
制
転
換
当
時
の
外
相
で
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)
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ロ
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二
一
首
相
を
務
め
た
ホ
ル
ン
が
八
一
歳
で
死
去
し
た
。
ホ
ル
ン
は
外
相
時
代
に
西
ド
イ
ツ
へ
の
亡
命
を
求
め
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
殺
到
し
た
東
ド
イ
ツ
市
民
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
国
を
認
め
て
ド
イ
ツ
統
一
へ
の
流
れ
を
つ
く
り
、
首
相
時
代
に
は
中
・
東
欧
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
。
ホ
ル
ン
の
功
績
に
敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
(
)
P
e
rtti
Jo
e
n
n
ie
m
i,
e
d
.,
T
h
e
C
h
a
n
gin
g
F
a
ce
of
E
u
rop
ea
n
C
on
scrip
tion
(
A
ld
e
rsh
o
t:
A
sh
g
ate
,
2
0
0
6)
;
A
n
th
o
n
y
F
o
ste
r,
A
rm
ed
F
orces
a
n
d
S
ociety
in
E
u
rop
e
(
N
e
w
Y
o
rk
:
P
alg
rav
e
M
acm
illan
,
2
0
0
6)
.
(
)
拙
稿
「
ポ
ス
ト
共
産
主
義
時
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
防
軍
と
社
会
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
レ
ー
ダ
ー
問
題
を
中
心
に
」『
法
と
政
治
』
第
五
九
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
六
一－
九
三
頁；
拙
稿
「
体
制
転
換
後
の
中
・
東
欧
の
政
軍
関
係
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
事
例
か
ら｣
『
国
際
安
全
保
障』
(
国
際
安
全
保
障
学
会
、
第
三
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、
三
九－
五
七
頁；
拙
稿
「
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
軍
隊
と
社
会
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
民
軍
協
力(
C
IM
IC
)
と
平
和
構
築｣
『
研
究
紀
要
』(
長
崎
県
立
大
学
国
際
情
報
学
部)
、
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
二
二
三－
二
三
七
頁
。
(
)
D
e
b
o
rah
A
v
an
t,
“
F
ro
m
M
e
rce
n
ary
to
C
itize
n
A
rm
ie
s
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E
x
p
lain
in
g
C
h
an
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in
th
e
P
ractice
o
f
W
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In
tern
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tion
a
l
O
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V
o
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5
4
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N
o
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1
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W
in
te
r
2
0
0
0
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p
.
4
4
.
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S
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n
d
C
h
a
n
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(
N
e
w
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P
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e
M
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2
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.
1
1
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European Society and Conscription after the Cold War :
In Case of Hungary
Akira OGINO
The aim of this paper is to examine relations between society and armed
forces after the Cold War. In this study, the author focuses on changing face
of European conscription.
Conscription played an important role in nation building, when nation-
states rose in the 19th Century. In Europe defending national territory de-
pended on armed forces based on wholesale conscription during the Cold
War. But recently many people regard conscription as ineffective and out of
date. Most of European countries have abolished their conscription since
1990s.
Especially the author tries to analyze the Hungarian Defense Forces, as a
case study. Hungary abolished the conscription in 2004 in the process of
military reform. At the same time, the author makes a comparative study of
Hungarian and West European armed forces after the Cold War.
This paper consists of following sections :
1. Introduction
2. The Origin of Conscription
3. Hungarian People’s Army during the Cold War
4. European Armed Forces and Society after the Cold War
5. Hungarian Military Reform and Conscription
6. Hungary Abolished Conscription
7. Conclusion
